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１．研究計画の概要 

(1) 小試験片の断面について特殊な機器によ
る穿孔抵抗値分布を測定する。それを破
壊試験に供することで、部材強度を穿孔
抵抗値の関数として表すことを試みる。
このとき軸方向力と曲げでは断面内の健
全度分布により評価が異なるはずである
ので、その分布を考慮して正規化された
指数を提案する。 

(2) 実構造材の診断への適用性を検討するた
め、その穿孔抵抗値測定を行い、残存強
度、耐力を推定する。これを実際の強度、
耐力と比較することで適用性を検証する。 

(3) 以上でとりまとめられた劣化度診断手法
を用いて中規模木橋の劣化度の傾向を調
査し、それらを踏まえた中規模木橋の標
準的な設計手法を提案する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1) ボンゴシ材とスギ材について、数橋で使
用されていた古材から採取した小試験体
により残存強度の健全度指数による関数
化を行った。主にボンゴシ材とスギ材を
対象にしたが、軟質なスギ材よりも硬質
なボンゴシ材の方がより明瞭な関係が得
られた。ボンゴシ材による木橋、構造物
は架設・施工から 20 年ほど経過し、その
対処法が問題になっている事例が散見さ
れるため、それらの評価法として十分に
利用できると考えられる。 

(2) 数橋から得られた古材をその寸法のまま
破壊試験に供し、残存耐力が(1)の関数に
よりどの程度推定可能かについて検討し
た。その結果、硬質なボンゴシ材では実
用レベルの推定が可能であると判断でき
た。一方でスギ材では、軟質であるため

測定される抵抗値そのものが小さかった。
結果として推定精度もあまり高くなかっ
たが、表面目視診断と併用することで実
用レベルと診断が可能であることがわか
った。 

構造物の劣化は部材接合部で生じること
が比較的多いが、実構造物でその検証を
行うことは容易ではない。そこで木橋の
接合部を模擬した試験体を製作し、半数
を屋外の風雨暴露下、残りは室内で常時
載荷状態にし、その経過を定期的に観察
している。これは現在も継続中である。 

(3) 中規模木橋の劣化度の傾向については鋭
意調査を行っており、データを蓄積でき
ている。標準的な設計手法の提案につい
ては今後の課題である。 

 

３．現在までの達成度 

 「おおむね順調に進展している」と考えて
いる。１．(1)の部材強度の穿孔抵抗値による
関数化は完了した。(2)の実大材の耐力推定の
検証についても、部材レベルによる検証が完
了しており、実橋梁に対する調査例を増やし
ながらさらに検証を進めている段階である。
さらに、構造物の致命的ダメージにつながり
やすい接合部の詳細な検証を行うため、試験
体を製作し暴露しながらの継続的な調査を
行っている。(3)のうち実橋調査のデータは十
分に蓄積できている。以上の状況から、表記
のような自己評価としている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 すでに目的完遂の目処は立っている。残存
期間中にすべきことは、継続中の長期暴露試
験体について引き続き評価を行いとりまと
めること、中規模木橋の設計における標準的
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な設計の考え方について提案すること、およ
びそれらの成果をとりまとめて公表するこ
とである。 
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